
● �ブランド価値向上
による売上増加

● �投資家の信頼性
向上による投資増
加と事業成長

● �法令遵守による
罰金および訴訟費
用の削減

● �ハラスメントの減少
によるメンタルヘル
ス不調を抱える社
員の減少、退社する
社員の減少（喪失
の防止）を通じた
事業的な損失の
防止

全
体

① �全社横断的かつ自律的な 
コンプライアンス体制の 
構築と運用

② �外部評価の活用による活動
レベルの向上

リ
ス
ク
低
減

③ �通報・相談窓口の 
構築と的確な運用

④ �コンプライアンス違反・違反
懸念案件に対する原因分析
と再発防止の徹底

社
員
教
育

⑤ �社員教育によるコンプライ
アンス意識の向上

外
部
連
携

⑥ �取引先へのコンプライアン
ス遵守・人権尊重の推進

⑦ �贈収賄防止と利害対立回避

「花王ビジネスコンダクトガイドライン」の改定　 
コンプライアンスリスク低減活動 
～再発防止策の検証～ ①④

贈収賄防止と利害対立回避の年次確認 ①

「World’s Most Ethical Companies®（世界
で最も倫理的な企業）」に20年連続選定 ②

コンプライアンス通報・相談窓口再周知 ③

コンプライアンス通報・ 相談案件記録の 
一元管理 ③

「花王 ビジネス コンダクト ガイドライン」の 
教育と浸透 ①⑤

社員のコンプライアンス意識の醸成・定着 ⑤

花王グループのハラスメント防止への取り組み ⑤

BCG確認テスト・コンプライアンス意識調査 ⑤

ステークホルダーとの協働 ⑥

アドボカシー活動 ⑦

コンプライアンスに対する花王の知見を社外に
発信・交流 ⑦

指標 目標 実績（2025年）

重大なコンプライアンス違反 

件数 ①③④⑤⑥⑦
0

毎年
0件

外部評価機関による評価レベル
（最高レベル：World’s Most 
Ethical Companies® 選定） ②

最高 
レベル
毎年

最高 
レベル

コンプライアンス通報・相談件数 ③ ー 474件

違反の懸念があり事実調査を
実施した件数 ③ ー 339件

業務プロセス見直し、組織内啓
発、対象者への口頭注意など 
是正措置・再発防止策件数 ③

ー 133件

懲戒処分件数（解雇・諭旨退職） ③ ー 22件

反競争行為、贈収賄に関する 
係争件数 ①④⑦ ー 0件

 

業界団体への支出額 ⑦ ー 562百万円

ロビー活動、政治献金への 
支出額 ⑦ ー 0円

● �公正な企業姿勢に
よる社会の不正抑制

● �腐敗防止による
経済の健全化

● �労働環境の改善と
社員の権利保護の
推進

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

● �法令違反やコンプラ
イアンス違反が引き
起こすブランド価値
や企業価値の毀損、
事業損失

● �社 員 の活 力 低 下 や
職 場 風 土 の悪 化、
優 秀 な人 財 の離 職
に伴う競争力の低下

● �取引先のコンプライ
アンス 違 反 や人 権
侵害による操業停滞
や投資撤退

リスク

● �「よきモノづくり」の
活 性 化 による事 業
成長

● �働きやすい職場の実現
を通じた優秀な人財
の採用と維持による
競争力の向上

● �社員の適正な行動や
姿勢の強化による企
業の挑戦力の向上

● �ブランドおよび企業
の信頼性向上による
企業価値の向上

機会

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

実効性のあるコーポレート・ガバナンス
「正道を歩む」。これは創業者・長瀬富郎の言葉を源とし、大切にしている価値観であり、花王の企業風土として深く根付いています。この価値観を
礎に、法と倫理を遵守し、誠実かつ清廉な事業活動を実践することにより、実効性のあるコーポレート・ガバナンスの実現を目指します。

快適な暮らしを
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社会のために

よりすこやかな
地球のために
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> 実効性のある
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人権の尊重
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ある職場
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 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王は以下の戦略を策定しています。コーポレート・

ガバナンスは、企業理念「花王ウェイ」の価値観のひとつである「正道を歩む」に基づくすべての
活動の基盤であり、中期経営計画「K27」の達成に不可欠な要素でもあります。以下の戦略を通
じて、法と倫理を遵守し、誠実かつ清廉な事業活動を実践することにより、透明性および実効性
の高いコーポレート・ガバナンスの実現を目指します。

① 全社横断的かつ自律的なコンプライアンス体制の構築と運用
全社横断的かつ部門・地域ごとの自律的なコンプライアンス体制を構築し、的確に運用する

ことで、法令遵守の基盤を確立し、社員や組織の行動の適正化を確実に推進する。

② 外部評価の活用による活動レベルの向上
外部視点を積極的に取り入れ、新しい要素を取り入れることで、組織全体のコンプライアンス

活動レベルを継続的に引き上げる。

③ 通報・相談窓口の構築と的確な運用
通報・相談窓口の構築と的確な運用を通じて、組織風土の状況を把握し、適切な支援とフォ

ローアップを実施する。これによりコンプライアンス上の課題を早期に把握・解決する。

戦略
「実効性のあるコーポレート・ガバナンス」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効

性があり、事業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は次のとおりです。

● �企業不祥事による信頼失墜とそれによる経営危機の続発を背景とする、コンプライアン
ス意識の高まり

● �コンプライアンス問題を抱える企業に対する投資家、取引先、生活者からの評価と企業
価値への影響、および情報化社会の進展による企業評判の拡散速度の加速

● �働き方の多様化や人財の流動化、労働人口の減少に伴う、働きやすさや企業・組織風
土への注目の高まりやハラスメント撲滅の社会課題化

リスク
● �法令違反やコンプライアンス違反が引き起こすブランド価値や企業価値の毀損、事業

損失
● �社員の活力低下や職場風土の悪化、優秀な人財の離職に伴う競争力の低下
● �取引先のコンプライアンス違反や人権侵害による操業停滞や投資撤退

機会
● ��「よきモノづくり」の活性化による事業成長
● ��働きやすい職場の実現を通じた優秀な人財の採用と維持による競争力の向上
● ��社員の適正な行動や姿勢の強化による企業の挑戦力の向上
● ��ブランドおよび企業の信頼性向上による企業価値の向上

関連する取り組み: �P209  コンプライアンスリスク低減活動～再発防止策の検証～、 P209  花王ビジネスコンダクトガイドラインの改定、
P209  贈収賄防止と利害対立回避の年次確認

関連する取り組み: P213  World’s Most Ethical Companies®（世界で最も倫理的な企業）に20年連続選定

関連する取り組み: P209  コンプライアンス通報・相談窓口再周知、 P210  コンプライアンス通報・ 相談案件記録の一元管理
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戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①③④
⑤⑥⑦

重大な 
コンプライアンス 
違反※件数

0 0 0 0 0 ０ 毎年

②
外部評価機関 
による 
評価レベル

最高レベル​ 
World s̓ 

Most Ethical 
Companies® 

選定

最高レベル​ 
World s̓ 

Most Ethical 
Companies® 

選定

最高レベル​ 
World s̓ 

Most Ethical 
Companies® 

選定

最高レベル​ 
World s̓ 

Most Ethical 
Companies® 

選定

最高レベル​ 
World s̓ 

Most Ethical 
Companies® 

選定

最高 
レベル 毎年

④ コンプライアンス違反・違反懸念案件に対する原因分析と再発防止の徹底
コンプライアンス違反・違反懸念案件に対し、個別事象への対応にとどまらず、組織レベルで

の課題抽出と対応を検討し、当該対策の妥当性、有効性をコンプライアンス委員会でも確認し
て、運用状況についてフォローすることで徹底を図っている。

⑤ 社員教育によるコンプライアンス意識の向上
社員研修を通じてコンプライアンスの意識向上を図るとともに、社員の意識状況を定期的に

把握し、必要な対策を講じる。これによりコンプライアンス上のリスクを効果的に低減させる。

⑥ 取引先へのコンプライアンス遵守・人権尊重の推進
取引先に対し、コンプライアンス遵守や人権尊重を推進することで、花王が関わる外部関係の

リスク低減を図る。

⑦ 贈収賄防止と利害対立回避
贈収賄リスクの評価や社内ガイドラインの徹底を通じて、取引先や業界団体などとの関係性

において、贈収賄を防止するとともに利害対立を回避し、透明性の高い企業運営を実現する。

戦略の実践により生み出されるインパクト
上記の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

関連する取り組み: P213  アドボカシー活動、P214  コンプライアンスに対する花王の知見を社外に発信・交流

戦略のレジリエンス
コンプライアンスは社員や組織の意識・認識に大きく依存するため、社員の意識向上と、個人

および組織の状況を的確に把握し、適切に対応する体制を整えています。また、組織構造や体
制を含めた原因分析に基づく根本的な対策を講じ、全社的な改善につなげるスキームの構築に
取り組んでいます。加えて、第三者機関や外部の視点を取り入れ、客観性を持った評価基準に
基づきレベルアップを図る戦略は、将来にわたりレジリエンスがあると考えます。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗

状況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

関連する取り組み:� �P210  「花王 ビジネス コンダクト ガイドライン」の教育と浸透、 P211  社員のコンプライアンス意識の醸成・定着、 
P212  BCG確認テスト・コンプライアンス意識調査、 P212  花王グループのハラスメント防止への取り組み

関連する取り組み: P212  ステークホルダーとの協働

財務インパクト
● �ブランド価値向上による売上増加
● �投資家の信頼性向上による投資増加と事業成長
● �法令遵守による罰金および訴訟費用の削減
● �ハラスメントの減少によるメンタルヘルス不調を抱える社員の減少、退社する社員の減少
（喪失の防止）を通じた事業的な損失の防止

環境・社会インパクト
● �公正な企業姿勢による社会の不正抑制
● �腐敗防止による経済の健全化
● �労働環境の改善と社員の権利保護の推進

上記2つは、Kirei Lifestyle Planの実現を表現する目標として掲げています。

 目標と進捗

※ 経営に重大な影響を与え、企業価値を大きく毀損するコンプライアンス違反案件をいう
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a. 通報の申し出内容の傾向
474件（日本以外のグループ会社を含む）の通報・相談が寄せられました。2024年は、通報・

相談件数がやや落ち着いていましたが、2025年は再び増加し、2022年並みとなりました。
2025年の通報・相談の申し出内容の内訳は、人事・会計、コンプライアンス手続きに関する

問い合わせ、ご意見、他社違反などの案件を除くと、パワーハラスメントなどのハラスメント関
連が約29％、不正・違反に関するものが約28％、人間関係に関連するものが約16％、職場に
おける勤務・勤務態度などに関する通報・相談が約16％であり、これら4つのカテゴリーで約
89％を占めています。法令違反については、マネジメントラインを通じた報告が9割以上を占め
ています。相談者の所属する組織・事業所・職種については、特段の傾向は見られませんでした。

b. 通報・相談の事実確認の件数
上記の通報・相談のうち、コンプライアンス違反の懸念があり、事実調査を行った件数は

339件でした。

c. 是正措置・再発防止策の実施件数
事実調査の結果、業務プロセスの見直し、組織内啓発や対象者への口頭注意を含め、何らか

の是正措置・再発防止策を実施した件数は133件でした。

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年

③ a. コンプライアンス通報・相談件数 488件 647件 434件 474件

③ b. �違反の懸念があり事実調査を実施した件数 264件 322件 243件 339件

③ c. �業務プロセス見直し、組織内啓発、対象者への 
口頭注意など是正措置・再発防止策件数 212件 179件 111件 133件

④ d. 懲戒処分件数（解雇・諭旨退職） 15件 30件 18件 22件

④ e. 反競争行為、贈収賄に関する係争件数 ０件 ０件 ０件 ０件

④ f. �反競争行為、贈収賄に関する罰金・和解金 ０円 ０円 ０円 ０円

⑦ g. 業界団体への支出額 436
百万円

535
百万円

573
百万円

562
百万円

⑦ h. ロビー活動への支出額 ０円 ０円 ０円 ０円

⑦ i. 政治献金 ０円 ０円 ０円 ０円

d. �ハラスメント認定件数、懲戒解雇等件数
社員個人によるパワハラ・セクハラなどのハラスメントと認定され、何らかの処分を受けた件

数は23件でした。その他、業務上の横領、窃盗などの不正行為、利害の対立などにより懲戒解
雇または諭旨退職に至った事案は、グローバルで22件発生しました。

e.f. �反競争行為、贈収賄に関する係争・罰金・和解金状況
2025年度において、反競争行為、腐敗や贈収賄防止ガイドライン、反マネーロンダリング方

針に関わる違反は、花王グループでは発生しませんでした。

g. �業界団体への支出額
主な業界団体への支出額の内訳は以下のとおりです。

主な業界団体への支出額

支出額

Verband der Chemischen Industrie 40

日本石鹸洗剤工業会 35

Personal Care Products Council 34

単位：百万円

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62

ガバナンス
取締役会の監督のもと、法務部門を主管部門として「実効性のあるコーポレート・ガバナンス」

の実現に取り組んでいます。具体的には、コンプライアンス委員会を四半期ごとに開催し、方針
や年間計画を策定するとともに、各部門および子会社の責任者に実行を指示しています。また、
取締役会から年1回の評価を受け、活動内容の見直しや改善を行っています。さらに委員会の
活動をサポートする事務局会議を月1回開催し、継続的な推進体制を確保しています。加えて、
コンプライアンス通報・相談窓口をグループ共通で設置し、法令違反やその疑いに関する通報
を受け付け、迅速な調査と是正措置を実施する体制を整えています。この窓口は、各子会社の
コンプライアンス推進責任者とも連携し、問題解決を図っています。
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リスク・機会管理

 方針
花王では「実効性のあるコーポレート・ガバナンス」の実行にあたり、日々の業務や意思決定

のガイドラインとして次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

コンプライアンス通報・相談窓口の対応体制

コンプライアンス委員会

コンプライアンス 
推進責任者

コンプライアンス委員会 事務局

第一報の報告ルール

※1 �内部通報窓口
	 ● 日本：�	� 社内窓口→就業時間内 

社外窓口→12時～21時まで
（平日） 
→�9時～17時まで（年末年始

を除く土日祝日）
		  社外弁護士窓口 
		  →10時～17時半
	 ● 日本・日本以外：�ウェブ、モバイルからの相談

は24時間受付を実施

③�調査指示 
是正措置 
の指示

⑤調査結果の報告

内部通報窓口※1

��日本	� 花王コンプライアンスホットライン 
受付：社外第三者、対応：社内 
花王弁護士ホットライン 

（顧問弁護士でない社外第三者）
日本以外	 インテグリティライン（社外第三者）

②報告 ⑥フィードバック

①通報 ⑦フィードバック

④�調査の実施 
是正措置の実施

花王 ビジネス コンダクト ガイドライン
「花王ビジネスコンダクトガイドライン（BCG）」は、企業理念である花王ウェイを実践

するための行動規範です。直近では2019年4月に改定して以降、基本的な考え方は変
わりませんが、社会からの要請や自社の状況などを踏まえ、2025年に内容の見直しを行
いました。本ガイドラインは2026年1月より施行しています。（後述）

● �贈収賄については、相手先の属性を問わず贈収賄を行わないこと、公務員個人に支払
う少額の支払いである「円滑化のための支払い」を行わないことを明記しています。ま
た花王では政治献金を行わないことをBCGおよび「寄付ガイドライン」で定めています。
さらに、「外部団体活動に関するガイドライン」を定め、公益性、社会規範の遵守、リス
クの確認を行いながら適切な活動ができるように示しています。

● �マーケティングや広告においては、事実に基づいた公正な内容と適切な表現を徹底す
ること、社会や環境への影響について誇張した表現を行わないこと、また社会的弱者と

共有協議

経
営
者
間
で
の
報
告

社外取締役・社外監査役

経営会議メンバー 常勤監査役 コンプライアンス委員長

執行役員

経営会議 
メンバーが
重大と判断する 
もの 重篤案件を報告

（当日中に第一報）

現
場
で
の
報
告

上長の判断で執行役員とコンプライアンス委員会 
事務局の2カ所に報告
報告必須事項： 
①法令違反 ②会社に損失を生じさせ得る違反行為 
③①②以外で経営層または経営会議メンバーが関与する案件 
④レピュテーションリスクが発生する可能性が高い案件

コンプライアンス委員会事務局

重篤案件を報告
（当日中に第一報）

上長（マネジャー、花王グループ会社社長など）

法令、BCG、社内ルール、倫理違反や疑わしい行為を発見したら

社員（国内外の花王グループ各社社員）

通報窓口

全件報告

上長に言い
づらいこと

花王ウェイの基本となる価値観のひとつである「正道を歩む」の実践に向け
た活動目標
1. �通報・相談対応を通じた①法律・倫理違反などの早期発見・早期解決の実現、②会

社課題などの把握
2. �社員向け教育啓発活動による「花王 ビジネス コンダクト ガイドライン（BCG）」への

理解促進と、絶えざる成長と変革の推進
3. �BCGやコンプライアンス関連規程の鮮度維持
※� 「正道を歩む」を構成する3つの要素 

 「敬意、公平、共感、高い志」「法と倫理の遵守」「社会的責任の遂行」

社員（日本・日本以外） 社員（日本・日本以外）、お取引先などの第三者
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いわれる方々を含め、さまざまな人々への配慮を定めています。加えて、競合他社やそ
の商品について、生活者に情報提供を行わないこととしています。

● �ハラスメントについては、社員をはじめとする業務従事者に対して、人権・人格を損な
う、または侮辱するような言動を含む一切のハラスメント行為を許容しない旨を定めて
います。

「花王ビジネスコンダクトガイドライン」の参照規程
以下の規程は、BCGの項目の詳細項目を解説するため、すべての花王グループ会社に

導入されています。

● �花王利害の対立の回避に関するガイドライン

花王グループ会社との競業行為・取引行為に個人的に関与する場合、これらを行う会
社へ投資する場合、花王グループ会社との金銭貸借などの場面および近親者がこれらの
行為をする場合において、許可・届出などを求めることを規定しています。

● �花王贈収賄防止ガイドライン

BCGを受けて、本ガイドラインにおいても、「世界のいかなる地域において、不誠実な
実務や『円滑化のための支払い』も含めたあらゆる形態の贈収賄その他の汚職行為に関
与しません」と規定されています。また、「政治献金を行わないこと、寄付については『花
王グローバル寄付ガイドライン』に従って行われること」が明記されています。さらに違
反した場合には、調査されたのち必要に応じて適切な懲戒処分が行われます。

実務上、接待・贈答の提供・受領金額の基準を定め事前報告を義務づけています。併
せて、日本においては半期ごとにその実施状況をまとめ、イントラネットに掲載すること
で現場部門と共有し、実施と申請件数などが実態と整合しているかを確認しています。さ
らに、取引先選定時・契約更新時における贈収賄リスクの評価など、贈収賄防止に向け
た運用を規定しています。

● �マネーロンダリング防止方針（Global Anti- Money Laundering Policy）

反マネーロンダリングの姿勢を明確にしています。

● �人権方針

花王グループとしての人権尊重の考え方をうたう方針として2015年に策定されました。

● �DE&I方針

多様性尊重をうたう方針として2023年に策定されました。

 管理プロセス
「実効性のあるコーポレート・ガバナンス」に向けたリスク・機会に対する取り組み状況につ

いては、下記のとおり計画、実行、評価、改善のプロセスで管理しています。

Plan(計画）
活動方針・年間活動計画の策定、執行役員会、適宜取締役会への報告。コンプライアンス委

員会委員長により承認。

Do（実行）
活動推進（規程の制定・改訂、研修機会の提供）、通報案件への対応

● コンプライアンス通報・相談窓口の運用状況

花王では各国・地域のニーズに合わせて、コンプライアンス通報・相談窓口を社内と社外、
もしくは社外のみに設置しています。窓口の運営に際しては、通報・相談規程に従い、会社は通
報・相談者の望む対応内容を確認したうえで、通報・相談案件の守秘についてあらかじめ誓約
した対応者が、通報・相談者のプライバシーを保護し、通報・相談したことで報復や不利益を
被ることがないように最大限の配慮をしています。また、通報者の素性や具体的な通報事項と
いった内容は機密情報としてコンプライアンス通報・相談窓口の関係者のみで取り扱われ、第
三者に共有されることはありません。さらに、関係者に調査を行う場合も、原則として、通報・
相談者の承諾を得て行うほか、対象者に面談を実施する際にはあらかじめ通報者の探索や不利
益を与えないことを誓約する書面への署名を得てから実施するようにしています。匿名の相談も

● �課題および社会からの 
要請などを勘案した 
活動方針や 
年間活動計画の策定

● �活動方針や年間計画に基づく 
具体的活動の推進 
● 諸規程の制定・改定 
● 多様な研修機会の提供

● �通報案件への適切な対応
● �重大なコンプライアンス違反の選定

● � �課題の抽出と改善活動
● �社内からの評価
● �社外からの評価

Do
実行

Check
評価

Plan
計画

Action
改善

積極的な
改善活動
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KLP KPI　「重大なコンプライアンス違反」該否判定の判断プロセス

判断 
プロセス

通報・相談全件に対して、調査要否判断、コンプライアンス違反判断を経て、経営の影響度・対
応方針検討のうえで、重大なコンプライアンス違反の該否について最終判定する

判断
主体・ 
方法

総通報

マネジメント 
ライン

社内外窓口

調査要否 
判断

週次会議

コンプライアンス 
違反判断

事務局会議 
（含む弁護士）

経営への 
影響度・対応

方針検討

コンプライアンス 
委員会

重大性の 
最終判定 報告

経営会議 取締役会

受け付けていますが、調査に限界があることから、できるだけ実名で相談することを奨励してい
ます。前述のように、コンプライアンス違反やその疑いが発生した場合の第一報報告ルールを明
確にし、現場の各部門からの報告を受ける体制を整備しています。

● 「重大なコンプライアンス違反」の選定プロセス

「重大なコンプライアンス違反」とは、経営に重大な影響を与え、企業価値を大きく毀損する
コンプライアンス違反案件をいい、違反行為の悪質性（違反法令の重要性／重大性、故意性、
継続性、組織性）と社内外への違反の影響の程度を踏まえて、社内検討したうえで経営会議の
審議において決定し、その結果を執行役員会および取締役会に報告します。

この判定にあたっては、コンプライアンス通報・相談窓口やマネジメントラインから報告を受
けた案件に対して、週次会議で全件レビューを行い、調査要否判断を行います。調査結果を踏
まえて、毎月のコンプライアンス委員会事務局会議の中で、アドバイザーとして出席している外
部弁護士による第三者の目から見た評価や提言を受けながら、コンプライアンス違反の認定を
行うとともに、再発の可能性のある案件や、全社に広がる可能性のある案件を注意すべきテーマ
として抽出するほか、法令違反の中から重大なコンプライアンス違反のおそれのある案件として
抽出します。発生部門は、自らその発生の原因・背景や再発防止策を検討・実践し、コンプライ
アンス委員会にて総括報告を行います。その報告に対して各委員からの評価や提言を受けるプ
ロセスを経たうえで、最終的に経営への影響度や対応方針について検討します。そのうえで、経
営会議において重大性の最終判定を行います。
※ 取り組み（P209～214）をご覧ください。

Check（評価）
社内からの評価
● 取締役会からの意見

取締役会においては、内部統制委員会の活動報告を通じて年次活動報告を実施しています。
取締役会はこれらの活動に対しモニタリングや評価も行い、この評価や意見はPDCAサイクル

による改善に活用されています。

● 通報・相談からの課題

毎月の事務局会議において、当該期間の案件の傾向から会社の課題の端緒となるテーマを抽出
し、必要な体制変更、社内教育や注意喚起などの対応を実施しています。

● リスク調査からの課題

花王では、腐敗・贈収賄などのコンプライアンスリスクも含めた全社リスク調査に加え、コンプ
ライアンス意識調査を毎年実施しています。組織ごとのスコアやフリーコメントによる回答を踏ま
えたリスク分野、具体的なリスクシナリオの抽出に基づき、関連部門と連携しながら、必要な対応
を実施しています。

● コンプライアンス意識調査

職場の健全度を測るため、コンプライアンス委員会による各組織の風通しのよさなどに関する
調査を、グローバルのグループ会社に対して毎年行っています。それらの回答から見えた組織風
土の傾向をもとに、より具体的な職場状況を聴く機会を設け、必要な対応を実施しています。

● 従業員報酬とコンプライアンスとの関連付け

経営陣のインセンティブ報酬の一部をESG関連の目標に基づいて決定しており、花王ウェイや
コンプライアンス、持続可能なビジネス慣行を推進するための指標が使用されています。具体的に
は、KLP目標の「重大なコンプライアンス違反ゼロ」は、執行役員と取締役の評価・報酬指標にも
採用されています。また、就業規程や花王ビジネスコンダクトガイドライン、およびその他会社の
定める規則、基準、マニュアルに対する違反があった場合は、出勤停止や降格、解雇を含む懲戒
処分の対象となることがあります（実施においては関係法令を遵守しています）。
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 取り組み
花王では、「実効性のあるコーポレート・ガバナンス」に向けたさまざまな取り組みを行って

います。これらの取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に
向けて推進されています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。
なお、いわゆる「コーポレート・ガバナンス」の取り組みにつきましては、以下のURLよりご確
認をお願いいたします。

コーポレート・ガバナンス 
https://www.kao.com/jp/corporate/policies/corporate-governance/

戦略 取り組み

全体

① �全社横断的かつ自律的
なコンプライアンス体制
の構築と運用

「花王 ビジネス コンダクトガイド
ライン」の改定
コンプライアンスリスク低減活動
～再発防止策の実効性検証～

贈収賄防止と利害対立回避の
年次確認

② �外部評価の活用による
活動レベルの向上

「World’s Most Ethical 
Companies®（世界で最も 
倫理的な企業）」に20年連続選定

リスク 
低減

③ �通報・相談窓口の構築
と的確な運用

コンプライアンス通報・
相談窓口再周知

コンプライアンス通報・ 相談
案件記録の一元管理

④ �コンプライアンス違反・
違反懸念案件に対する
原因分析と再発防止の
徹底

社員 
教育

⑤ �社員教育による 
コンプライアンス意識の
向上

「花王 ビジネス コンダクト
ガイドライン」の教育と浸透

社員のコンプライアンス意識の
醸成・定着

花王グループのハラスメント
防止への取り組み

BCG確認テストと
コンプライアンス意識調査

外部 
連携

⑥ �取引先への 
コンプライアンス遵守・
人権尊重の推進

ステークホルダーとの協働

⑦ �贈収賄防止と利害対立
回避 アドボカシー活動 コンプライアンスに対する花王

の知見を社外に発信・交流

● 従業員のパフォーマンス評価システムへのコンプライアンス・行動規範の統合について

花王ウェイの行動原則である「共生視点」「現場起点」「個の尊重と力の結集」「果敢に臨む」に
基づき、日々の業務において求められる行動が実践できているかを評価しています。また、従業員
のパフォーマンス評価のためのOKRでは、「事業貢献」「ESG」「ワンチーム＆マイドリーム」の3つ
のカテゴリーを設定し、花王の進むべき道や持続的社会の実現に向けた一人ひとりの挑戦を描く
ことが期待されています。

社外からの評価
● アドバイザー弁護士による評価

花王では、コンプライアンス委員会の下部組織として事務局を設置し、コンプライアンス推進部
をはじめとする各部門の担当者をメンバーとした事務局会議を月に1回開催しています。この事務
局会議には、社外アドバイザーとして弁護士が陪席し、第三者の視点から助言を行っています。そ
の内容も踏まえ、通報・相談を起点とした課題の洗い出しや再発防止策の検討に活かすことで、
重大違反の未然防止に向けた取り組みを継続しています。

また、具体的な取り組みに関する課題の提言については、2021年より花王サステナビリティレ
ポートにおいて「ステークホルダー・エンゲージメント」として寄稿いただいているほか、推進活
動についても会議の場で随時助言を受け、改善に努めています。

● 第三者機関、外部評価機関などからのフィードバック

社会的要請が反映されたSRIアンケート項目への回答や、他社との情報交換を通じて、花王と
して未実施の項目を把握し、必要に応じて翌年への活動に反映しています。

Action（改善）
上記評価結果に基づく、課題の抽出と改善活動。
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コンプライアンスリスク低減活動
～再発防止策の検証～

地域：グローバル

対応する戦略：①④

花王では、日本の事業に適用される約250の法令について、遵守を推進する責任を担
う主管部門を明確にしています。毎年1Qには活動のアクションプランを、4Qには活動
報告をコンプライアンス委員会事務局に提出し、適正に活動が行われているかを確認し
ています。

発生したコンプライアンス違反については、違反行為の悪質性（違反法令の重要性・
重大性、故意性、継続性、組織性）および社内外への違反の影響の程度を踏まえて、「重
大なコンプライアンス違反おそれ」案件を抽出しています。抽出した案件については、事
案を深掘りして発生原因を検討し、総括を行ったうえで再発防止策を確認し、組織とし
て課題の改善に取り組んでいます。

2024年は、2023年に選定された「重大なコンプライアンス違反おそれ」案件について、
再発防止策の実施から約半年後に、コンプライアンス委員会において実施状況の報告と
ともに、社員へのアンケート結果などを用いて、再発防止策が有効に機能しているかの
検証を行いました。

贈収賄防止と利害対立回避の年次確認
地域：グローバル

対応する戦略：①

贈収賄防止、利害の対立の回避の実効性を図るため、毎年1回、日本および日本以外
のグループ会社において、役員・社員を対象に、「利害の対立の回避に関するガイドライ
ン」「贈収賄防止ガイドライン」を改めて周知しています。そのうえで、該当する事項につ
いて、コンプライアンス委員会事務局への届出状況を確認しています。

また、輸出代理店や仲介者の選定・契約更新時に用いている「贈収賄防止チェックリ
スト」の運用状況については、グローバルコンシューマーケア事業およびケミカル事業の
担当者を通じて確認し、グローバル全体で懸念がないかを点検しています。

コンプライアンス通報・
相談窓口再周知

地域：グローバル

対応する戦略：③

花王は、各国・地域のニーズに合わせて、コンプライアンス通報・相談窓口を社内と
社外、もしくは社外のみに設置しています。通報・相談の対象者は、花王で働く社員に

ンとの共存共栄を図るとともに、企業としての姿勢をより明確にし、人権尊重を改めて宣
言する内容としています。併せて、社員によるBCGへの理解を一層深めることを目的に、
具体的なケース(花王 ビジネス コンダクト ガイドライン ケースブック)とリンクさせるこ
とで、行動のイメージを持ちやすい構成としました。

また、各章に関わる主管部門に加え、日本以外のグループ会社からもコメントを求め、
その内容を反映しています。

花王ビジネスコンダクトガイドラインの改定
地域：グローバル

対応する戦略：①

花王ビジネスコンダクトガイドライン（BCG）は、2003年の制定以来、会社を取り巻く
環境や花王グループ内の変化に合わせて、定期的に改定を重ねてきました。

今回の改定では、経団連の「企業行動憲章 実行の手引き」を踏まえ、サプライチェー
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花王グループでは、受け付けたコンプライアンスに関する通報・相談をデータベー
スに記録・保管し、グループ全体のコンプライアンス遵守状況の把握に努めています。
2025年には、案件対応の進捗管理を支援する取り組みとして、AIの活用も視野に入れ
た将来像を描きました。今後は、デジタル戦略部門と連携しながら、仕組みのさらなる改
良を進め、コンプライアンス事象の兆候の把握とより速い段階での対応につなげていき
ます。

社員一人ひとりがコンプライアンス違反を起こさないとの確固たる意識を持ち、コンプ
ライアンス違反を発見した場合には速やかに報告され、適切な対応がとられる風通しの
良い職場、相手の立場に配慮した働きやすい職場であり続けるよう努めてまいります。

その実現に向けては、社員一人ひとりが、コンプライアンス違反によって生じる損害や

加え、派遣社員、契約社員、ならびに事業場内に常駐する委託会社の社員も含まれます。
通報・相談窓口へのアクセスについては、事業場に掲示しているポスターの二次元バー

コードを読み取ることで、個人のスマートフォンから連絡できる仕組みとしています。ま
た、会社支給のスマートフォンでは、いつでもコンプライアンス情報にアクセスできるよ
う、コンプライアンス関連コンテンツのアイコンをトップ画面に標準表示しています。

花王への信頼の失墜などの影響を自覚することに加え、管理者が自らの職場で起こり得
るコンプライアンスリスクを認識し、その低減に向けた取り組みを継続的に実践すること
が必要です。

また、働きやすい職場の実現には、共に働く人々の多様性を受容し、相手に配慮した
言動の重要性を自覚することが求められます。

こうした考えのもと、花王では下記の体系的な研修プログラムに基づき、適宜教育を
実施しています。教育を通じて社員に気づきの機会を提供し、コンプライアンスの「自分
ごと」化につなげるとともに、判断に迷った場合にはコンプライアンス通報・相談窓口を
活用するよう促しています。コンプライアンス通報・相談窓口については、BCGの基本精
神、通報・相談規程の内容や窓口の活用方法についても研修やイントラネットを通じた
発信として、コンプライアンスケーススタディ、コンプライアンス意識調査のフィードバッ
クの際にもトピックとして取り扱い、社員が内部通報制度について認識し、利用可能な状
況になっていることを担保しています。

花王グループの社員は、入社時、マネジャーへの昇格時、海外子会社の責任者として
の赴任時など、役割が大きく変わる際に、その役割に応じたコンプライアンス研修を受講
します。さらに、部門の要請に応じて、腐敗防止、贈収賄防止、ハラスメント防止、適切
な支払いを含めた競争法対応など、組織のニーズに合わせた形式・内容の研修も実施し
ています。

加えて、全社員を対象に、コンプライアンスを振り返る機会を定期的に設け、BCG確
認テストおよびコンプライアンス意識調査を毎年実施しています。また、各法令に関する
教育については、個別に定められた主管部門が企画・実施しています。

啓発活動としては、毎年、コンプライアンス委員会委員長や部門責任者によるコンプラ
イアンスメッセージを通じて、思いやりを持った言動や風通しのよい組織風土の重要性
などを発信しています。さらに、実際に発生した案件を踏まえ、全社員にタイムリーに伝
えるべきトピックについては、漫画を活用したポスターなどを用いて発信し、危機感や問
題意識の醸成に努めています。

コンプライアンス通報・
相談案件記録の一元管理

地域：グローバル

対応する戦略：③

「花王ビジネスコンダクトガイドライン」の
教育と浸透

地域：グローバル

対応する戦略：⑤

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

> 実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

210



地域 テーマ 対象者 目的 頻度

グ
ロ
ー
バ
ル
共
通

入社オリエンテーション 入社者 花王のコンプライアンスの考え方、BCGを学ぶ 入社時（誓約書）

管理職向け研修 日本：新任管理職
海外：管理職 グループワークを通じ管理職がコンプライアンスリスク低減を意識する 日本：管理職昇格時

海外：3年ごと

BCG確認テスト・コンプライアンス意識調査 役員・管理職・
一般社員 BCGを学び直すと共に、コンプライアンスリスクの高い部門を抽出する 毎年

コンプライアンスメッセージ 管理職・一般社員
コンプライアンスの重要性を定期的に再認識する
部門責任者からも直接社員にメッセージを伝えることにより、コンプライ
アンスを自分ごと化する

毎年

BCGケースブック 管理職・一般社員 具体的事例を通じてBCGを学ぶ BCG改定後に見直し

コンプライアンスケーススタディ 全員 自社や他社の事例を通じてコンプライアンスに関する留意事項を学ぶ
日本：毎月
海外：�年2回（4月、10月） 

2026年からは毎月

日
本

新しい情報発信 全社員（事業場内の協力会社含む） 自社や他社の事例を、漫画を通じてコンプライアンスに関する留意事項を
学び、危機感を持って実務に当たる 適時

役員研修会 執行役員以上の役員 経営視点のコンプライアンスリスクを学ぶ 毎年

海外 インテグリティ ワークショップ 入社者 BCGの内容を各項目に関連する事例と共にグループディスカッション 
形式で学ぶ 入社から3年以内

花王のコンプライアンス研修

コンプライアンスメッセージ
コンプライアンス活動を身近な「自分ごと」としてとらえるきっかけとするため、コンプラ

イアンスメッセージを経営トップから発信し、グローバルへの浸透を図っています。
2025年は、「『あたりまえ』と思わずに『ありがとう』を贈り合い共に創ろう“Thank You

の世界！”/Don‘t take it for granted. Express your “Thank you” to one another, and 
together, let’s create “A World of Thank You!”.」というコンプライアンス委員会委員

長のメッセージを通じて、相手への感謝の気持ちを贈り合い、
相手を尊重することの大切さを伝えました。

このメッセージは、ポスターによるコンプライアンス委員
会委員長のメッセージに加え、グローバルの機能部門の責任
者・各リージョントップ・各社社長によるコンプライアンスメッ
セージ発信などを通じて、グループ全体に展開しました。

コンプライアンスケーススタディ
日本では、基本的に毎月1回、ケーススタディを作成し、社

内のイントラネット上で公開しています。扱うテーマは、コン

社員のコンプライアンス意識の醸成・定着
地域：グローバル

対応する戦略：⑤
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BCG確認テスト・コンプライアンス意識調査
地域：グローバル

対応する戦略：⑤

グローバル全社員を対象に、コンプライアンスを振り返る機会を定期的に設け、継続
的に意識づけを行うため、BCG確認テストおよびコンプライアンス意識調査を毎年実施
しています。2025年のBCG確認テストの実施率は95％でした。BCG確認テストは全6
問で構成され、BCGの基本的な考え方を振り返る設問内容になっています。

コンプライアンス意識調査では20問を設定し、任意回答としてフリーコメント欄も設
け、設問に対する社員の意見を収集し、回答の理由・背景について確認しました。設問
内容は、啓発活動の浸透度や有効性、担当役員、上司のコンプライアンスに関する情報
発信、通報・相談の状況、職場の状況・風通し（改善策へのご意見含む）などで構成さ
れています。

これらの結果については、各部門・会社において同時期に実施される、人財開発部門
によるエンゲージメントサーベイ、ストレスチェック、組織における通報・相談件数との
相関関係を確認しながら、スコアの背景や対応状況を確認し、その結果を全社にフィー
ドバックしました。また、過去の回答内容との比較を通じて、組織全体として改善傾向で
あることを確認しました。

日本以外の地域においても、各組織の状況や課題を把握し、改善傾向にあることを確
認したうえで、さらなる改善に向けて必要な対応を行っています。

プライアンス通報・相談窓口に寄せられた声や、自社や他社で実際に発生した事例をベー
スに選定し、タイムリーにケーススタディとして共有しています。これにより、問題や課題
への理解を深め、事象やリスクを「自分ごと」としてとらえるきっかけとしています。

日本以外では、グローバルケーススタディとして、英語版のケーススタディを年2回（4
月、10月）グループ会社で展開しています。（2026年からは、グローバル展開）

花王グループのハラスメント防止への取り組み
地域：グローバル

対応する戦略：⑤

花王グループでは、世界のすべての人々が享受すべき人権に関する国際規範、各国の
ビジネスと人権に関する国別行動計画（NAP）を支持、尊重することを、人権方針として
公表・宣言しています。同方針は、花王グループ（花王株式会社および子会社、関連会社）
のすべての役員と社員に適用するだけでなく、ビジネスパートナー、サプライヤーおよび
その他の関係者に対しても、人権を尊重し、侵害しないことを求めています。

また、社内で発生したハラスメントに関する相談については、是正措置や再発防止はも
ちろん、社外から受けるカスタマー・ハラスメントに対しても、マニュアルをもとに上司
に報告が行われる体制を整えています。これにより、社員が一人で問題を抱え込むこと
のないように配慮するとともに、相手先とも真摯に向き合い、解決に向けて必要な対応を
行っています。

2025年は、改めてハラスメント防止に向けたビデオメッセージを社長より発信し、「花
王はハラスメントを一切許容しない」こと、「ハラスメントを受けた社員を守る」ことを訴
えました。

ステークホルダーとの協働
地域：グローバル

対応する戦略：⑥

BCGでは、取引先に対してもBCGの理解と共感を得るとともに、それに基づく行動を
促すことを明記しています。取引先のコンプライアンス違反は、花王製品の品質・信頼
の失墜につながる重大なリスクと考え、まず原材料のサプライヤー、製品の製造委託先、
花王グループ構内で製品の製造業務を委託している取引先を優先対象として取り組みを
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進めています。
特に、取引先において社員の人権が守られず、不満蓄積することがコンプライアンス違

反の誘因となることが多いことから、人権を尊重しながらステークホルダーとともに日々
の業務を推進しています。

具体的な活動としては、原材料サプライヤー、製品の製造委託先へは年に一度開催さ
れる取引先との会議において、コンプライアンスも含めた花王の調達方針などの説明、コ
ンプライアンス通報・相談窓口の紹介などを実施しています。また、花王グループ場内
で製品の製造業務を委託している取引先に対しては、コンプライアンス通報・相談窓口
の紹介に加えて、Sedexによる人権リスク調査の依頼時・フィードバック時に、コンプラ
イアンスの観点を含む人権尊重に関する啓発を実施しています。

アドボカシー活動
地域：グローバル

対応する戦略：⑦ World’s Most Ethical Companies®

（世界で最も倫理的な企業）に20年連続選定
地域：グローバル

対応する戦略：②

花王は、グローバルな環境・社会課題の解決には、多様なパートナーとの連携と協働
が不可欠であると考えています。そのため、業界団体との協働活動や政策立案者との対
話に取り組んでいます。

ガバナンス
アドボカシー活動にあたっては、花王グループ全体を対象とする「外部団体活動に関

するガイドライン」に従い実施しています。
活動の主体となる担当部門においては、ガイドラインに従って定期的に参画の判断、レ

ビュー、モニタリングを行い、経営企画部門へ確認状況を報告しています。

花王は、米国のシンクタンク「Ethisphere（エシスフィア）」が2026年3月に発表した
「World’s Most Ethical Companies®2026」に選定されました。花王は2007年に同賞
が創設されて以来、20年連続受賞している6社のうちの1社です。2026年は136社が選
定されたうち、花王が所属するヘルス＆ビューティケアカテゴリーの受賞会社は3社のみ
となります。

この賞は、①企業倫理とコンプライアンスに関する取り組み、②環境と社会への影響、
③倫理的企業風土、④ガバナンス、⑤サードパーティ管理の5軸から評価を行うものです。
この受賞は、花王の社員一人ひとりが、日々の業務を遂行するにあたって、創業から伝わる

「正道を歩む」の精神を花王ウェイや「花王ビジネスコンダクトガイドライン（BCG）に沿っ

P138  責任ある原材料調達＞ステークホルダーとの協業、P232  人権の尊重＞社内、サプライヤー、委託先における人権リスク調査の実施

見解の不一致の際の対処
気候変動やその他の環境課題、社会課題への対策に関する花王の立場や考えと、参加

する団体やイニシアティブの姿勢・活動内容に齟齬がある場合、または当該団体やイニ
シアティブにおいて活動が不足していると考えられる場合には、他企業と協働し、対策の
強化を働きかけるなどの活動を行います。対策の不足や乖離が大きい場合には、当該団
体やイニシアティブからの脱退を含めた検討を行います。

支出額
花王のアドボカシー活動においては、業界団体への会費を除き、政治キャンペーン、

政治団体、ロビー活動、業界団体、非課税団体、または政治キャンペーンや公共政策や
法律に影響を与える役割を果たすその他の団体への献金を行っていないことを、毎年確
認しています。（実績は、P204をご参照ください）

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

正道を歩む

> 実効性のある
コーポレート・
ガバナンス

徹底した透明性

人権の尊重

人財開発

受容性と多様性の
ある職場

社員の健康増進と
安全

責任ある化学物質
管理

213



コンプライアンスに対する
花王の知見を社外に発信・交流

地域：日本

対応する戦略：⑦

法務部門の責任者が、大学や大学ロースクールで、企業法務やコーポレート・
ガバナンスに関する講義を行い、将来の企業法務を担う人財の育成に取り組んで
います。2025年は5つの大学の学部またはロースクールにおいて、企業法務全
般、コンプライアンスまたはコーポレート・ガバナンスについて、7回の講義を行
いました。

また、コンプライアンス責任者は、要請を受けて他企業へ訪問しコンプライアン
ス講話を実施しました。（1月）

て実践してきた姿勢が高く評価されたものと受けとめています。花王では、受賞後
に受領する受賞会社とのベンチマークスコアレポートにおける評価内容を受けて、
強化すべき活動については翌年の活動に組み入れる活動を継続しています。
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効果的なガバナンスとは、企業が、責任ある意思決定、透明性、および長期的な価値
創造を確保するために指揮・統制されるシステムです。それは、法令や方針の遵守だけ
でなく、ステークホルダーへの説明責任を果たしつつ、経営陣が意思決定できるよう、誠
実な文化を醸成することでもあります。

ガバナンスは、グローバルに一貫性を保ちつつも、現地で実行可能でなければなりま
せん。地域によって、規制の枠組み、執行の集中度、ビジネス慣行が異なる中で、効果的
なガバナンスとは、期待水準を下げることなく、組織全体を共通の基準に沿って整合さ
せつつ、現地の実情に合わせて運用を適応させることです。

この目標をさらに向上させるために、社員の「オンデマンド利用」を目的とした「ビジネ
スコンダクトガイドライン研修」をオンラインで作成し、「One Kao」のサイトにリンクさ
せています。一方で、対面環境での集合研修も用意しています。

社内のニーズを踏まえ、BCG確認テスト、競争法研修、立ち入り検査対応研修、個人
情報保護、商標/IP、ソーシャルメディア法、商品訴求表示、著作権/知的財産保護、贈
収賄防止、機密情報保護など、多くのテーマで研修ポートフォリオを継続的に強化して
います。

今後も、新たな研修も取り込みながら、最新の研修を継続的に実施していきます。
また、適切な意思決定と適切な文書化を行うために、当社の方針、規程および関連ガ

イドラインの理解をさらに深めていきます。
私たちの目標は、2026年以降も「最も倫理的な会社」であり続けることです。

Heiko Maile 
Vice President, REO, Legal & 
Governance EMEA Region

EMEA地域における
コンプライアンス推進

「効果的な」ガバナンスとは、次のようなガバナンスであると考えます。
● 不正行為を防止し、オペレーショナル・リスクおよび法的リスクを低減する
● 明確なプロセスと確認を通じて意思決定の質を向上させる
● 従業員、顧客、当局、投資家との信頼関係の構築
● 短期的な勝利ではなく、持続可能な成長を支える

強力なガバナンス・モデルは、スピードとコントロールのバランスをとるものであり、
倫理的で、文書化され、レビュー可能であることを保証しつつ、ビジネス上の意思決定を
可能にするものです。

社員の声
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花王においては、コンプライアンス委員会の下部組織として、事務局が設置されている
ところ、コンプライアンス推進部をはじめ、各部門の担当者をメンバーとして、事務局会
議が月に一度開催されている。その事務局会議に、社外のアドバイザーとして陪席をして
いる。

各社において、ハラスメントの撲滅活動も進んできた結果、古典的な教科書事例のよ
うなセクシュアルハラスメント、パワーハラスメントは、昨今、少なくとも表面的にはほと
んど姿を消したように見受けられるようになっていた。そのため、各社の対策も、ジェン
ダー意識の欠如に基づく配慮を欠いた発言に対する啓蒙活動のように、より進んだハラ
スメント対策に重点が移ってきているようにも思える。

花王のコンプライアンス委員会（事務局）においても、ハラスメントの撲滅をはかるた
め、各種啓蒙活動に取り組むほか、シビリティ（礼節・思いやり）という言葉を通じて、
従業員の意識改革を図り、また、従業員に対して「声を上げる」ことができるような働き
かけをしてきているところであり、精力的な活動を通じて、徐々に意識改革も進んできて
おり、コンプライアンス委員会（事務局）に対する信頼感も増加傾向にある。

昨年のご意見を受けた花王からのメッセージ
花王グループにおいては、コンプライアンス活動を社内だけの活動と位置づける

のでなく、「花王ウェイ」「花王ビジネスコンダクトガイドライン」を社外にも公開する
とともに、コンプライアンス活動を広く推進していくために、このガイドラインの中の
取引に関連する項目についてはお取引先様にも理解と共感を得て取り組んでいただ
くよう積極的に働きかけていくことをお伝えして、サプライチェーン全体での取り組
みを推進してきているところです。昨年も本年中に施行が予定される労働施策総合
推進法の一部を改正する法律によるカスタマーハラスメント義務化の議論なども踏
まえ、4月にはハラスメントは人権侵害であることの再認識を促すべく、トップメッ
セージとして「ハラスメントは一切許さない。社員を守る」ことが社員に発信され、そ
れを受けた啓発活動を行ってまいりました。さらに、協力会社に対しても、サプライ
チェーン全体で取り組む姿勢の一環として、当社のコンプライアンス通報窓口を積
極的にお伝えしてまいりました。

世の中のハラスメントに対する意識を大きく変化させるような事件・事故がいくつ
も発生する社会環境も相まって、社外からの通報は72件で前年比8件増加しました
が、これも通報窓口の周知が進んだ結果と受け止めています。なお、それらのうち、
12件は協力会社・取引先内のコンプライアンス違反の問題について、当社に通報が
入ったものでした。もちろんお取引先様の社内事情に直接当社が介入できるもので

はありませんが、協力会社様とは一緒に通報いただいた事象に向き合い取り組んで
まいりました。

昨年末に社会環境の変化に応答すべく「花王ビジネスコンダクトガイドライン」の
改定を行いました。改定しただけにとどめることなく、今一度「花王ビジネスコンダ
クトガイドライン」の本質を社員に周知し、一緒に働いている仲間のことをリスペク
トし、礼節・思いやりを持って接することで、サプライチェーンも含めハラスメント
的な行為をなくしていけるよう今後も活動を続けてまいります。

社外ステークホルダーからの期待と提言

川俣 尚高 氏 
丸の内総合法律事務所 
弁護士

古典的なセクハラの撲滅にも
再度目を向けて

・ �日本語 
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/
sustainability2025-all.pdf

・ �英語 
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/global/en/sustainability/pdf/
sustainability2025-e-all.pdf
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しかし、古典的なセクシュアルハラスメントがマスコミ報道で耳目を集める中、
古典的なセクシュアルハラスメントが各社において再度表面化しているとの実感
がある。古典的なセクシュアルハラスメントは深く潜行したにすぎないのであっ
て、撲滅されなくなっていたのではおそらくない。それが、マスコミ報道などを
きっかけに、再度、表面化してきたのではないかと考えている。例えば、人事異動
もほとんど行われないような閉鎖的な部署においては、役職者・年長者のインシ
ビリティを欠いた発言・行為に対し、弱い立場にある従業員としては、感性を鈍
磨させ、自らが諦め・我慢をすることで対応することが世故の知恵となってしまっ
ていたのであろう。それが、例えば、マスコミ報道などの影響により勇気を出して

「声を出して」みようかということになり、また、近年の人材の流動化により新し
いメンバーが入ってくることにより、それまで当然のこととされてきたことがおか
しいのだということが再認識されるようになったのであろうと推察している。

花王においても、他の各社と同様に、古典的なセクシュアルハラスメントが表
面化している傾向にある。コンプライアンス委員会（事務局）としては、従前にも
まして、インシビリティ（礼節・思いやり）という言葉を通じて、従業員の意識改
革を図り、また、従業員に対して「声を上げる」ことができるような働きかけをし
ていく必要のあるところであろう。前回のサステナビリティ・レポートにおいて、
サプライチェーンを通じたコンプライアンスの確立について触れたところ、協力会
社からの通報も2024年には13件、2025年には12件の通報があったとのことで
ある。協力会社は、その立場上、花王（の従業員）に対して声を上げづらい状況に
あることは、役職者・年長者に対する花王の従業員の立場と同様であり、サプラ
イチェーンに対しても、花王の従業員がインシビリティを持って接すること、また、
協力会社に対しても「声を上げ」やすい環境作りをしていくことがまた求められて
いる。
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